
2026年度 品質管理(QC)検定のための
手法集中講座 開催報告

総参加者 32名
現地13 / WEB19

2026年7月8日・23日、三条東公民館 多目的ホールにおいて「品質管理（QC）検定のための手法集中講座」を開催
しました。現地＋WEBのハイブリッド形式で実施し、2級・3級あわせて32名の皆様にご参加いただきました。
実施状況とアンケート結果の一部をご報告します。

講座の様子 ― 例題と演習を交えながら、QC手法を実践的に学びました 講義資料の一例

3級コース 1日開催 7/8（水） 22名 〈現地11 / WEB11〉

受講者アンケート

「理解できた」「少しは理解できた」

基礎から代表的な統計手法まで、
例題と演習を交えて学ぶ構成とし
ました。アンケートでは、回答者
の8割以上から理解につながった
との回答をいただきました。

難しかったカリキュラム
（複数回答）

管理図 43.8%

相関分析 31.3%

データの取り方・まとめ
方 25.0%

工程能力指数 25.0%

統計的方法の基礎 18.8%

QC七つ道具 12.5%

新QC七つ道具 12.5%

管理図や相関分析など、試験で重要となる分野にも取り組みました。難易度
の高い内容を含め、演習を交えながら理解を深める講座としています。
本年度より、CBT受験のポイント解説もあわせて行いました。

2級コース 2日間開催 7/8（水）・7/23（木） 10名 〈現地2 / WEB8〉

受講者アンケート

回答者5名全員が

「少しは理解できた」
と回答しました。

難しかったカリキュラム

実験計画法 40.0%

統計的手法を中心に、データを用いた課題解決の考え方を2
日間で学びました。難易度の高い内容にも取り組み、QC検
定2級合格に向けた実力向上を目指す講座です。

講座の狙い【個人予習】→ QC手法の基礎確認 → 代表的な統計手法 → 例題・過去問を用いた演習 → 【個人復習】

短時間で頻出要点を整理し、過去問を用いた演習を通じて知識の定着と実践的な理解を目指します。
現地とWEBを組み合わせたハイブリッド形式で、県内外からご参加いただきました。

ご参加いただいた皆様のQC検定合格と、
各職場での品質向上・改善活動におけるさらなるご活躍を心よりお祈り申し上げます。

今後も講師・運営ともにブラッシュアップを重ね、より分かりやすく実務につながる講座づくりに努めてまいります。

主催 QCサークル北陸支部 新潟地区


